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【科目】応用解析学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】専攻科共通・1 年次
【担当教員】

谷口 正

【授業目標・教育方針】
本科で学習した数学、応用数学を基礎とし、その上に立つ応用数学の中心課題の一つであるフーリエ級数とフーリエ
積分の理論、応用例を学習し、種々の場面で必要とされる数学の応用解析力を身に付ける。

【授業概要】
関数の直交関数系による表現法、特に周期関数の三角関数系による表現とフーリエ級数の性質の学習。種々の関数の
フーリエ級数による展開、無限級数への応用、偏微分方程式の境界値問題、混合問題への応用の学習。周期を持たな
い関数への拡張としてのフーリエ積分とその性質の学習。偏微分方程式の初期値問題、混合問題等への応用の学習。
量子力学への応用として不確定性原理とシュレーデインガー方程式。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：「フーリエ解析」基礎と応用：松下　泰雄著：培風館：ISBN4-563-01109-6 C3041
参考書：「フーリエ解析とその応用」：洲之内　源一郎著：サイエンス社：ISBN4-7819-0134-4 C3341

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【備考】
４年次で学んだ「応用数学 II」の内容を理解しておいてほしい。

【成績評価方法】
［後期］期末試験：80%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力

【授業計画】（授業名：応用解析学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 序論 直交関数系による関数の表現とフーリエ級数の定義
第 2 回～ 3 回 フーリエ級数とその性質 三角関数系によるフーリエ級数、正弦、余弦級数、複

素形フーリエ級数、ベッセルの不等式、リーマン - ル
ベーグの定理等

レポート

第 4 回～ 5 回 フーリエ級数の収束 フーリエ級数の収束定理、ポアソン積分、パーセバル
の等式とその応用

レポート

第 6 回～ 7 回 偏微分方程式への応用 熱方程式、ラプラス方程式、波動方程式の混合問題へ
の応用

レポート

第 8 回～ 10 回 フーリエ積分 フーリエ変換、フーリエ積分の定義と性質。フーリエ
積分の収束、パーセバルの等式、ラプラス変換、
デルタ関数

レポート

第 11 回～ 13 回 偏微分方程式への応用 熱方程式、波動方程式の初期値問題への応用
第 14 回～ 15 回 量子力学への応用 不確定性原理とシュレーデインガー方程式
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